
    
 
 

平 成 ２９年 ８月 １０日 

第一管区海上保安本部 

 

 

平成２９年度網走市海上排出油防除総合訓練への参加について 

～サハリンプロジェクトに伴う大規模排出油事故に備えて！～ 

 

 

 

 

 

 

１ 日時及び場所 

○ 平成２９年８月２４日（木）１３００～１５１０ 

○ 網走港第４ふ頭岸壁及び同ふ頭前面海域 

 

２ 主な参加機関 

   網走開発建設部、網走港湾事務所（港湾業務艇はまなす）、網走地方気象台、

北海道オホーツク総合振興局、北海道北見方面網走警察署、網走市、北見市、

斜里町、網走地区消防組合消防本部、斜里地区消防組合消防本部、遠軽地区広

域組合消防本部、網走地区沿岸排出油等災害対策協議会、石油連盟、航空自衛

隊第２８警戒隊、第一管区海上保安本部、稚内海上保安部（巡視船りしり）、

網走海上保安署、第一管区海上保安本部釧路航空基地（ＭＨ９０４「しまふく

ろう２号」） 

 

３ 訓練想定 

   平成２９年８月１７日、宗谷海峡西口付近においてサハリン原油を満載した

１０万トン級タンカーと貨物船が衝突、タンカーの積荷である原油２１，００

０ｋｌが海上に流出し、７日後には網走市沿岸に漂着する見込みである。 

 

【問合せ先】 

第一管区海上保安本部 警備救難部 
       環境防災課長  仲野 拓実 
電話０１３４－２７－０１１８（内線３３１０） 

第一管区海上保安本部では、サハリンプロジェクトに伴いオホーツク海で懸念され

る大規模排出油事故に備え、各種防災資機材の設置運用に関する慣熟、関係機関と

の連携強化及び地域防災能力の向上を図るため、網走市主催の「平成２９年度網走

市海上排出油防除総合訓練」に参加いたします。 



４ 主な訓練項目 

（１）現地災害対策合同本部設置訓練 

   主要参加機関の代表者が、第４ふ頭に係留着岸した巡視船りしり操舵室内

のＯＩＣ（Operation Information Center：運用司令室）区画に設置された

現地災害対策合同本部に集結し、対策本部長（網走市長）に対し、網走海上

保安署が油流出状況を、各機関が対応方針を報告します。 

（２）情報伝達訓練 

   釧路航空基地所属ヘリコプターＭＨ９０４「しまふくろう２号」が、網走

港上空から撮影する映像を、巡視船りしりＯＩＣ区画や国土交通省、海上保

安庁等に伝送します。 

（３）海上浮流油防除訓練 

  ○ 巡視船による浮流油放水攪拌 

    巡視船りしり搭載の高圧放水銃を使用し、浮流油の放水攪拌を実施しま

す。 

○ 巡視船による油回収システム運用 

    巡視船りしりが、紋別海上保安部保有の油回収システムを使用して、海

上浮流油（海水）を回収します。 

（４）沿岸漂着油防除訓練 

   網走海上保安署等職員が、オホーツク海沿岸の排出油防除に関する協議会

である「網走地区沿岸排出油等災害対策協議会」会員と連携して、オイルフ

ェンスの展張、ブルーシートによる護岸汚染防護措置、油吸着材による漂着

油回収等、沿岸部（岸壁上）における油防除訓練を行います。 

                     

５ その他 

（１）巡視船りしりでの撮影も可能（ＯＩＣ区画及び油回収システム）ですので、

取材に関する問合せは、本訓練を主催する網走市（代表0152-44 -6111）ま

で、お願いします。  ※担当：企画総務部総務防災課 

（２）気象及び海象の影響、海難等緊急対応、その他の理由により訓練の全部又

は一部が中止されることがあります。 

 

 

 



網走市海上排出油防除総合訓練における各訓練イメージ 【別添】

（1）現地災害対策合同本部設置

主要参加機関の代表者が、第４ふ頭に係留着岸した巡視船りしり操舵室内のＯＩＣ
（Operation Information Center：運用司令室）区画に設置された現地災害対策合同本部
に集結し、対策本部長（網走市長）に対し、網走海上保安署が油流出状況を、各機関が対
応状況を報告します。

巡視船りしりＯＩＣ区画

〔ＭＨ９０４ しまふくろう２号〕

〔Ku-SatⅡ〕

（２）情報伝達訓練

北海道開発局と連携し、釧路航空基地ヘリコプターＭＨ９０４が撮影した映像を、映像伝送
システムを使用して、現地災害対策合同本部や第一管区海上保安本部へ伝送します。

〔一管本部〕

〔現地災害対策合同本部〕

映像伝送システム



※排出油等の防除に関する協議会（管内１５協議会）
管区海上保安本部長等が、港湾等の海域ごとに組織し、排出油等の防除に関する、自
主基準の作成、技術の調査、研究、教育及び重要事項の協議等を行う協議会

（4）沿岸漂着油防除訓練
オホーツク海沿岸の排出油等の防除に関する協議会である 「網走地区沿岸排出油等災害
対策協議会」が主体となって実施する沿岸漂着油防除訓練において、網走保安署職員が、
同協議会員と連携してオイルフェンスの展張等の訓練を行うとともに、油回収の指導・助言
及び現場支援を行います。

堰式油回収装置

〔巡視船〕

集油用オイルフェンス

浮流油

（３）海上浮流油防除訓練

○ 巡視船船尾右舷側海面に、海上を浮流する
油を効率的に回収するため、集油装置（アウト
リガー）、集油用オイルフェンスを展張したのち、
同フェンス内の回収ポイントに堰式油回収装
置（フォイレックス）を投入して油水を回収します。

巡視船が、海上浮流油の回収を想定し、紋別海上保安部が保有する油回収システム（堰式
油回収装置・集油装置）の運用及び浮流油の放水攪拌訓練を行います。

集油装置

○ 巡視船りしり船首右舷側海面に浮流油があ
るとの想定により、同船前部甲板に搭載された
高圧放水銃を使用して、浮流油の放水攪拌を
実施します。



大規模排出油事故対策訓練（平成29年度網走市海上排出油防除総合訓練（網走市）） 全体イメージ

巡視船りしり
・油回収システム運用
・放水攪拌

消防
・有毒ガス検知

網走市、北海道警察
・警戒、通行規制

２．情報伝達訓練

３．海上浮流油防除訓練

北海道開発局
・ヘリテレ運用

MH904
・ヘリテレ映像伝送装置運用

１．現地災害対策合同本部設置訓練

訓練参加機関
・流出状況報告
・対応方針報告

４．沿岸漂着油防除訓練

排出油等防除協議会ほか
・護岸汚染防護措置
・一時貯油場所設置
・油回収資機材運用
・回収油搬出

〈第４ふ頭〉

巡視船OIC

網走開発建設部網走港湾事務所
・警戒、通行規制

油回収装置運用展示

石油連盟
・海浜漂着油回収装置運用


